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文化振興課所管５館間で連携した事業について

平成２５年１２月 文化振興課

１ 前回部会での議論概要

•委員

市町村との連携の前提となる５館自体の連携の工夫、学校現場との実質的な連携の手法、入館

者以外の評価基準のあり方と説得力、施設へのアクセスの問題などは、次回以降の課題としたい。

２ 本県での連携事業について

①夏休みスタンプラリー（５館連携）

夏休みに各館では親子向けの企画展を開催しているが、平成１８年度から文化振興課 において

「夏休みスタンプラリー」を企画し、家族での利用促進と教育普及を図っている。

※近年では、５館のうち３館のスタンプを集めると景品がもらえるという方式が定着している。

年 度 景品配布個数 用意した景品 対象者

平成１８年度 １６５個 レターセット

１９ ６７個 消えるメモ

２０ ７９５個 タンブラー

２１ ２，２１３個 エコボトル 中学生以下

２２ ６８０個 ランチボックス

２３ １，６１５個 ２WAYボトル＆タンブラー

２４ ２，１５１個 スマートハンディファン

２５ １，５００個 くるくるひえひえカップ

②ミュージアムカレンダーの作成（５館連携）

５館の年間の企画展等を記載した「ミュージアムカレンダー」を県内外に１万枚配布して、周知

を図っている（配布先：市町村教育委員会、県民センター、ぐんまちゃん家）。

③「ぐーちょきシニアパスポート」シニアパスポイントラリー（１１館連携）

シニアパスポート持参者が、１１の施設のうちどこでも５回以上利用すると（スタンプを集める

と）その施設のうちどこかの施設について１回無料観覧できる事業を今年度からスタートした。

（６５歳以上の高齢者対象）。

④県有施設共通パスポート（１３施設連携）

平成１３年度より、県有施設１３施設共通で使える共通パスポート（５,０００円）を販売。 発

行日から１年間、どこでも何回でも入場でき、企画展も観覧可能。

（平成２４年度利用実績（５館合計）：延べ９４０人・回）。

申込みは、各施設の窓口、または県民センター（県庁２階：電話027-226-2264）。写真（縦3ｃｍ

×横2.5ｃｍ）が必要（窓口にて無料で撮影）。

２ 他県の事例

① 東京都（「ぐるっとパス」）

② 茨城県（「共通年間パスポート」（４館連携））

③ 栃木県（ミュージアム割引」（２館連携））

④ 三重県（事業連携）


